
電子計算機 プログラミング

第 6回 シンポジウム報告集刊行について

数 理科学 の総合研 究第 4班 として,昭和 35年 1月 に電子計算機 プ ログラ ミン

グシンポジ ウムを開 き ,そ れ か ら毎年 1月 回 を重 ね,第 4回 をもつ て総合研究 が

解散 された が ,こ の シンポジ ウムを続 けたい との希望 が強 く,昨 年第 5回 を開 い

て,盛 況の うちに終つ た。全 国各 地 に分 散 してい る同好 の研究者 が一堂 に会 して

話 し合い論 じ会 う機 会 としては ,ま ことに得 がたいの で,こ こ に第 6回 目の シン

ポジム ウを開 くこ ととなつた .

参加者 の数 も毎回増 し,今回 は実 に 170名 に達す る盛況で ,会 場の選定 ,シ

ンポ ジウムの運営 などが問題 となつ て来 た。

規模 の大 きい電子 計算 機 が容 易 につかえ る よ うになつ て来 た現在 ,将来 の発展

のため にこの シンポ ジウムの持 つ意 義 が ,今 まで に比べ て ,質 量 ともに一層高 ま

つて来 た と感 ず る次 第で ある。

研究 内容 も現在時 点 での重要 な方面を主 として各方面 に わた り ,今 回の討論 も

有意義に終 るこ とと期 待 してい る。

今回の シンポ ジウ ムに当つ て ,幹事 団が長 期 にわ たつ て,具体的 な企 画 ,準 備

に大 変な努 力を払われた ことに,深 く感謝す る。 また第 5回 ,第 6回 とシンポ ジ

ウムを 開 きたい とした希 望 を入れ て ,財的 な支持 を与え て下 さつた数 社 には ,こ

こに厚 ぐ感謝 する次 第で ,こ れ がなかつた ら,こ の有意義 なシンポジ ウムを持 つ

こ とはで きなか つたで あろ うと記 してぉ きたぃ 。さ らに慶応工学会が この運営事

務 を引 き受け て ,シ ンポジ ウム開催 に支障の ない よ うに して下 さつ た こ とに感謝

する 。
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